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5 デソ キボー ド/;H料のIJlJ発ili

5 デッキボード部材の開発(1) 

一製材及び乾燥特性と強度性能評価一

5.1 緒言

デッキボードは単に住宅用部材としてだけでな

く、景観的にも優れた材料として公|主!の遊多道、

広場等の需要がある。さらに木材利用の観点から

は、使用形状や製材歩lLり等、1/1小径材の有効な
利用途としての可能性が大き L、。

カラマツペI径材をデ yキボード部材として利則

するため、製材tiよlトりや効率的な乾燥方法やその

特性、さらに強度性能を明らかにし、実用化につ

いて検討した。

5.2 研究の方法

5.2.1 供試材

長さ 4mの カラマ ツ 中径材で、 第 1 回 ~-i の試験

では筏級16~18cmの材20本、第 2[l'I[ t:=lの試験で

は径級18~20cmの材 16本の計36本を供i武材とし

た。

5.2.2 製材試験

l本の丸太から製材 工Jil、7cmのP4万fiF11:.'，号 Ijt~

4本を製材した (図5-1、写真5-1)0 .iF書Ij材は、

その使用目的がデ ッキボード部材であるため、多

少は丸身の有るものでも構わす'j.1身[面をード部に使

用できる利点がある。歩lトりは、丸身の無い材を

製材したものとして算出した.

5.2.3 乾燥試験

製材後に幅、厚さ、長さ、重量、曲がりを測定

した。人工乾燥は、蒸気式乾燥により乾球温度目

。Cと1300Cで試験を行い、乾燥後に幅、厚、長さ、

図5-1 デッキボード部材の木取り
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重量、含水率、曲がり、ねじれを測定しそれぞれ

の乾燥特性を検討した。什上がり 含水率の判標は

15%とした。測定後さらにデッキボードと しての

使用を考え、材長を約半分の1.8mに切 り揃えた。

1.8m長でのaJJがり及びねじれを再&iJl1j定し た。

5.2.4 強度試験

乾燥試験を終了した後に、木LJ断ifll6 cm i七割

材にモルダーで仕上げ、件11げ強度試験に供 した。

曲げ強度試験はスパ ン126cm、 3等分点 4点荷

重方式により実施した。 試験機は1'C¥I-5000

(ミネ ベア製)を用い荷量スピー ド5mm/min 

で行い、全スパンにおけるたわみからl:li.jげヤング

係数を計算し最大荷重から曲げ強度を算11¥した。

5.3 試験結果及び考察

5.3.1 製材試験

径級16~1 8cmの丸太から 7 cmの四方相ー IF出Jt;j

を製材した場合の製材歩i1..りは (製材品に丸身が

無し、ものとする)、半均で63.7% (54. 3%~76 .6%) 

と高い値を示した。径級が小さくなれば、よL身が

大きい材が増えるかわりに、歩l卜りは|らJ1てする。

また、丸身H¥現率(丸身が出現したil告Ij材の本数

比率)は約85%であった。

径級18~20cmの丸太から製材した場合の製材

歩止りは、平均で52.7% (46.6% ~ 60.5%) であ

り 、 径級 1 6~18cmの丸太の歩止りと比較して 、

製材される本数は4本で変わらず、丸太の材積の

写真5-1 四つ割にし、四方柾の 7cm

正割材を製材する
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写真5-2 7 cm正割材の四つ合わせ復元

丸身が多く残るが、デッキボードでは

この面を下部面として使用

みが大き くなるため，当然ではあるが歩止りは減

少した。しかし製材品は丸身が少ないものとなり、

丸身I-M現率は約59%であ った。実用的には、テッ

キボートとしてメL身而をド側として使用すれば問

題はなく、歩止り|白J.I'.O)由iから有効な利問;-j法と

考える(写真 5-2)。

製材後の曲がりは、ほとんとの材において木表

側に発生し、その程度は第 l凶1-3の:試験では9.9

mm/4m、第 21111主|の試験では10.4mm/4mで

あった。これ らのillJがりは、乾燥後にはほとんど

が木裏側に転じた。

5.3.2 乾燥試験 (写真 5-3)

人五乾燥は、蒸気式乾燥により乾球温度目。Cと

130
0

Cで試験を行い、それぞれの乾燥特件ーを検討

した。 95
0
Cの乾燥スケ シュールは、初期3時間95

OC蒸煮の後、 乾球温度95
0

C初期温度差30
0

Cで末期

温度差400Cと、かなり厳しい条件とした。これは

被乾燥材がP4h柾であるため、害IJれの危険性が少

ないことからこのスケジュ ールをf采閉した。 950C

乾燥での合水半経過を図5← 2に示した。乾燥時

間は53時間で、含7.k率は含水率計による測定で平

均9.8%(全乾法で118%)となった。乾燥後の

材内水分傾斜はやや大きかったが (図 5-3)、 1 

か月間養生後の狂いへの影響はみられなかった。

また、130
0

Cの乾燥については、初期 3時間95

℃蒸煮の後、乾球温度130
0

C、乾湿球温度差50
0

C

で 1日間乾燥した。高温のため含水率の経過測定

はできなかったが，仕上がり含水率の平均は， 含水

率計による測定で7.5%(全乾法で10.3%) となっ

た。乾燥後の材内水分傾斜は95
0

Cの時と同様でや

や大きかった (図 5-4)。また、約72%の材に小

さな内部主IJれの発'1=.が確認された (η真5-4)。

~ ..t 

写真5-3 7 cm正割材(デッキボード)の乾燥

上部に 3トンの積載荷重
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1 300C ， :~j出乾燥(立 、 950C乾燥に比べ時間的にか

なりの短縮になり、これは乾燥経費の低コスト化

につながるものと忠われる。

乾燥後の形質変化を五 5-1及び表 5-2に示し

た。95'C乾燥では、出lがりが平均値で8.9mm/4

mと大きく 、ねじれは4.3mm/4mであった。し

かしこの材をデソキボード部材として使肘する長

さの1.8mに横切りして測定した場作の曲がりは、

約2.8mm/1.8mで約 1/3に減少した。一万ねじ

れについては、3.2mm/1.8mとなった。

同様に1300C乾燥では、山がりが9.8mm/4m、

ねじれは4.5mm/4mと95
0
C乾燥と同程度の発生

量であった。長さを1.8mとした場合には、曲が

りはが~2 .1 mm/1.8mで約 1/4 に減少し 、 またね

じれについては2.8mm/1.8mとなり 、1/2近 く

に減少した。

曲がり、ねじれ共に 4m材を1.8mに横切りし

た場合は、かなりの減少になり 、製材寸法 7cm

正割材はほとんとが、 6cm正剖材に モルダ仕上

け、が可能であった。

5.3.3 強度試験

強度試験は、 スパン126cmロードスパン42cm

5 デソ キポート部材の|泊先(1)

の3等分点。;j員五式により、デッキボード実大判

( 6 cm X 6 cm X 180cm)でのIH.Iげ強度試験を実

施した。荷重両は、実際に使用する木裏側(丸身

出と反対側)と した。

この結果を表 5-3及ひ表 5-4に不した。95
0
C

乾燥では、出|げヤ ンク 係数は113.1tonf/cm¥ 

曲げ強度は585kgf/cm'とかなり高い数値であっ

た。これに対し130
0C乾燥では、曲げヤング係数

はl05.0tonf/ cm 1、IilJげ強度は469kgf/cm'で

あった。

実際に使用されると考えられるスパンで、たわ

み及び破壊荷重を表 5-3及び表 5-4に亦した 5

%下限値を使って計算すると、70kgfが部材 l本

写真5-4 材内部lこは1300C高温乾燥のため小さな

内部割れが見られる

表5-1 乾燥後の形質変化 (950C乾燥)

動的曲げヤング率
幽がり ねじれ 含水率

区分
(tonf/cni) 収縮率

~j(若十)
(%) 

(%) 乾燥前 乾燥後 (附14m) (l1l1I1 108m) (mm/4m) (mm/1.8m) 

平均値 132.7 2.50 8.9 2.8 4.3 3.2 9.8 

標準偏差 23.2 0.91 5.2 1.5 3.9 3.2 3.1 

Ii小値 78.6 0.61 1.0 0.0 0.0 0.0 5.0 

最大値 194.2 5.62 26.0 7.0 13.0 13.0 18.0 

表5-2 乾燥後の形質変化 (1300C乾燥)

動的曲げヤング率
幽がり ねじれ 含水率

区分
(tonf/同) 収縮率

@熔十)
(%) 

乾燥前 乾燥後 (nrn/4m) (mm/1.8m) (mm/4m) (mmハ.8m) (%) 

平均値 101.4 118.7 2.68 9.8 2.1 4.5 2.8 7.5 

標準偏差 18.4 21.4 1.00 4.7 1.3 3.0 2.2 1.8 

最小値 64.3 76.8 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0 4.7 

最大値 153.2 184.8 5.75 23.0 6.0 13.0 10.0 11.3 
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の中央部にかかった場《、 スパン60cmでーは、た

わみが3.6mmC3.8mm)発作する。また破壊的

責は711kgC655kg)とな り、体重70kgの人間の

歩行には卜分耐え得る。 またスパ ン90cmでは、

たわみが12.0111111(13.0mm)、破壊荷重が474kg

(-l37kg) となる。 なお、C )内は130"(乾燥材

の計算値である。60cmのスパ ンであれば、たわ

みも少な く、強度的には十分な部材と思われる。

また、実際の使用にあたっては、 2本あるいは 3

本が体重を文えるため、さ らに破壊には耐え得る

部材であろう。

以 1'.の結巣のよう に、カラマ ツ中径材の四つ割

り材は，デッキボードと しての強度性能は十分で

あることが不唆された。

要旨

カラマ ツ中径材の用途として、デッキボードへ

の利用を検討した。試験材は、中日丸太の製材歩

11:りの向上を図るため四つ割りに製材し、四方flE

の7cm正害l材を得た。これらを人工乾燥し、乾

燥後の形質変化を調杏した。また乾;燥後、部材の

実大材曲げ強度試験を実施した。

その結果、950C乾燥においてはおよそ3日間の

乾燥で合水率10%(含水率計による測定値)となっ

た。また、 130
0C乾燥においては 1日間の乾燥で

合水率8% (含水率計)となった。

乾燥後の形質変化は、曲がりが 4m材て‘は 9 ~

10mm/4mあったものが、デ ッキポー トーとして

使用する長さの1.8mとした場合には、およそ 1/

3 ~1/4 となった。またねじれについては、 4m

m/4mであったが、使用長さの1.8mとした場合

には 3mm程度に減少した。ねじれについては、

心持ち材と比較すると、今回採用の四つ害IJり製材

品は、かなり少ない数値であった。

強度試験においては、 95
0

C乾燥で曲げヤング係

数113.ltonf/ cm 2、1113げ強度585kgf/cm 1であ

り、130
0C乾燥では、曲げヤング係数105.0tonf/

cmに曲げ強度469kgf/cm2であった。強度的に

は問題のない部材であると思われた。

キーワード.デッキボ ード、高胤乾燥、カラマツ、

内部書IJれ、曲げ強度、 pqっ宍IJ

表5-3 デッキボード部材の強度試験結果 (950C乾燥)

区分
曲げヤング係数 幽げ強度 試験時密度 試験時含*率 平均年総幅

(tonfl剖) (kgf! 00) (gjαTI) (%) (mm) 

平均値 11 3.1 584 0.46 11.8 3.33 

標準偏差 19.0 175 0.05 1.2 0.85 

最小値 63.9 224 0~ 36 10.0 2.05 

最大値 159.7 979 0.63 14.4 7.23 

変動係数 16.8 30 10.9 10.2 25.5 

5%下限値 81.8 296 

※5%下限値=平均値-1.645X標準偏差

表5-4 デッキボード部材の強度試験結果 (1300C乾燥)

区分
曲げヤング係数 幽げ強度 試験時密度 試験時含水率 平均年輪幅

(tonflOO) (kgf j 00) ( gjα1i) (%) (mm) 

平均値 105.0 469 0.50 10.3 4.23 

標準偏差 17.7 141 0.05 3.3 0.80 

最小値 67.2 185 0.41 5.5 2.45 

愚大{直 146.0 823 0.62 27.5 6.41 

変動係数 16.9 30 10.0 32.0 18.9 

5%下限値 75.9 273 

※5%下限値=平均値一l.645x標準偏差
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